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米子市成人式
１月３日に米子コンベンションセン
ターで開催された米子市成人式。
華やかな振袖姿の新成人のみなさんで
す。
関連記事：Ｐ４「新成人の門出を祝う」
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申
告
が
必
要
な
方

■
所
得
税
の
確
定
申
告

１　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

２　

給
与
所
得
者
で
…

①
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
2,000
万
円
を

超
え
る
方

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、
市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払

を
受
け
て
い
る
方　

な
ど

３　

土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却

し
た
方

■
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
に
係

る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
か
ら
、
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
400
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

次
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
市
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が

あ
る
方
で
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
（
社

会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控
除
の
適
用

を
受
け
る
と
き

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
が
あ
る
と
き

▼
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
方

　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
、
改
め

て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
事
由
が
平
成
24
年
中
に

あ
る
方
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
戻

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
と
き

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
と
き

③
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
再
就

職
し
て
い
な
い
と
き

④
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
な

ど
を
し
た
と
き

⑤
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を

借
入
れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は

増
改
築
を
し
た
と
き

■
市
・
県
民
税
の
申
告

１　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
米
子

市
に
住
所
が
あ
る
方

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
の
み
、
も
し
く
は
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
の
み
の
方
で
、
給

与
・
公
的
年
金
等
の
支
払
先
な
ど
か
ら

市
役
所
へ
支
払
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
方
な
ど

※
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
申
告
が
必
要
で
す
。

２　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
事
務
所
・
事
業
所
・
家
屋
敷
を
有

す
る
方
で
市
内
に
住
ん
で
い
な
い
方

●
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）
に

つ
い
て

　

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
申

告
期
限
内
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど

で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
事
業
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民

税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
年

の
中
途
で
の
開
・
廃
業
、
専
従
者
控
除
、

事
業
損
失
や
被
災
事
業
用
資
産
損
失

の
繰
越
控
除
、
事
業
用
資
産
の
譲
渡

損
失
の
控
除
、
事
業
用
の
非
課
税
所

得
な
ど
は
、
確
定
申
告
書
な
ど
に
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
贈
与
税
の
申
告

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価

額
ま
た
は
受
け
た
利
益
の
価
額
の
合

計
額
が
110
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

　

相
続
時
精
算
課
税
を
選
択
す
る
場

合
ま
た
は
選
択
し
て
い
る
場
合
に
は
、

贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
ま
た
は

受
け
た
利
益
の
価
額
に
か
か
わ
ら
ず

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と

納
付
期
限
は
４
月
１
日
で
す
。）

　

平
成
22
年
分
の
課
税
売
上
高
が

1,000
万
円
を
超
え
る
個
人
事
業
者
お
よ

び
課
税
売
上
高
が
1,000
万
円
以
下
で
、

平
成
23
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
て
い
る
個
人
事
業
者

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

～
こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く
～

①
申
告
書
や
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
や
ハ
ガ

キ
」
と
「
印
鑑
」

②
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
方

は
、「
源
泉
徴
収
票
」

③
個
人
年
金
や
講
演
料
な
ど
の
雑
所

得
、
生
命
保
険
の
一
時
金
や
損
害
保

険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得

が
あ
る
方
は
、
そ
の
支
払
の
明
細
が

わ
か
る
も
の
（
支
払
調
書
な
ど
）

④
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、「
収
支

内
訳
書
」（
事
前
に
作
成
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）　
「
収
支
内

訳
書
」
の
用
紙
は
米
子
税
務
署
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
要

な
方
は
ご
用
意
願
い
ま
す
。

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
災
害

を
受
け
た
資
産
の
明
細
書
」、「
り
災

証
明
書
」、「
工
事
費
の
見
積
書
、
領

収
書
等
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等
、
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
」

⑦
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
社
会
保

険
料
の
支
払
が
あ
る
方
は
、
そ
の
金

額
の
分
か
る
も
の

金



⑧
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
方

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
申
告
書
へ
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

⑨
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑩
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑪
寄
附
金（
税
額
）控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
寄
附
金
の
領
収
書
、
証
明
書
」
な
ど

⑫
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

方
は
、「
住
民
票
の
写
し
」、「
住
宅
取

得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書
」、「
登
記
事
項
証
明
書
（
登
記

簿
謄
本
）」、「
売
買
契
約
書
又
は
請
負

契
約
書
の
写
し
」
な
ど

⑬
本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
（
配
偶
者
控

除
）
対
象
者
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る

方
は
、「
身
体
障
害
者
手
帳
」、「
療
育

手
帳
」
な
ど

⑭
還
付
さ
れ
る
税
金
の
あ
る
方
は
預
貯

金
口
座
の
わ
か
る
も
の

確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は

ｅイ
ー

―
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
等
で
！

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
）」
な
ら
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

で
国
税
の
申
告
、
納
税
等
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
３
月
15
日
ま
で
は

24
時
間
ご
利
用
可
能
で
す
。

①
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子

申
告
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
3,000
円
の
税
額
控
除

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書

を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
な
う
と
、
最
高
3,000
円
の
所

得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
23

年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を

受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

③
添
付
書
類
の
提
出
省
略

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
な
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、
税
務

署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３
週

間
程
度
に
短
縮
）

（
注
）
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に
当
た
っ

て
は
、電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す
。

〇
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

電
子
証
明
書
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
市
区
町
村
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
取
得
し
、
こ
れ
に
電
子
証
明
書

の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
間

で
す
。期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
使
用
す
る
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

別
途
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

所得税、市・県民税、個人事業税、贈与税、消費税及び地方消費税の申告が始まります。
例年３月に入りますと申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことも予想されます。あらかじめ「申
告相談に必要なもの」を事前に整えていただくよう、ご協力をお願いします。
■問合せ　市・県民税…市役所市民税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　所得税・贈与税・消費税及び地方消費税…米子税務署（☎３２－４１２１）
　　　　　個人事業税…西部総合事務所県税局課税課（☎３１－９６２６）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
に
な
れ
ば
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
、
青
色
申
告
決
算
書
、
収
支
内
訳

書
な
ど
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
プ
リ
ン

タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
、
窓
口
や
郵
送

で
そ
の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
に
関

す
る
各
種
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

※
ご
利
用
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
画

面
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

障害者控除対象者認定書を交付します
　障害者手帳等のない方でも、平成24年12月31日時点で 65歳
以上であり、介護保険の要介護認定（要支援は除く。）を受けてい
る方は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受けることにより、
所得税、市・県民税の障害者控除あるいは特別障害者控除の対象
となります。「障害者控除対象者認定書」の交付を受けたい方は、
長寿社会課か淀江支所地域生活課で申請してください。
■問合せ・申込　長寿社会課（☎２３－５１３６）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（☎５６－３１１３）

社会保険料控除
　平成24年中に支払った国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、
介護保険料、国民年金保険料は、社会保険料控除の対象になりま
す。なお、国民年金保険料については、その証明書の添付（また
は提示）が義務付けられています。
■問合せ
●国民健康保険料…保険年金課（☎２３－５１２４）
●後期高齢者医療保険料…保険年金課（☎２３－５１２４）
●介護保険料…長寿社会課（☎２３－５１３１）
●国民年金保険料…米子年金事務所　国民年金課（☎３４－６１１１）
※お問い合わせの際には、氏名、住所、生年月日のほか、国民健
康保険・後期高齢者医療・介護保険では被保険者番号、国民年金
では基礎年金番号が必要です。

　申告会場および期間（土、日を除く。）は次のとお
りです。
　会場設営期間中は米子市役所、米子税務署では申
告相談を実施していません。
■米子コンベンションセンター（２階国際会議室）
　２月12日（火）～３月15日（金）
※米子税務署との合同相談で、受付時間は午前９時
～午後４時です。

申告会場



　

新
成
人
を
祝
う
「
米
子
市
成

人
式
」
を
、
平
成
25
年
１
月
３

日
㈭
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
４
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
で
、
男
性
７
７
４

人
、
女
性
６
８
８
人
の
計
１
，

４
６
２
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
約
１
，
２
０
０
人

の
新
成
人
が
出
席
し
、
誓
い

も
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
、
新
成
人
と
し
て
旅
立
ち
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
米
子

が
い
な
太
鼓
保
存
会
「
若
あ
ゆ

連
」
の
皆
さ
ん
に
迫
力
あ
る
元

気
の
よ
い
演
奏
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

新
成
人
を
前
に
、野
坂
市
長
が
、

次
の
と
お
り
激
励
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
平
成

25
年
の
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

１
，
４
６
２
人
の
新
成
人
の
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
米

子
市
民
を
代
表
し
て
、
今
年
、
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
成
人
式
に
は
た
く
さ
ん

の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
賜
り
ま

し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
成
人

式
の
企
画
・

運
営
を
し
て

い
た
だ
い

た
、
実
行
委

員
会
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
お
集
り
の
皆
さ
ん

の
中
に
は
、
す
で
に
社
会
人
に

な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
し
、
ま
た
学
業
に
励
ん
で

い
た
り
と
、
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
20
歳
を
持
っ
て

社
会
の
一
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

権
利
や
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

責
任
あ
る
自
立
し
た
社
会
人
と
し

て
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
皆

さ
ん
が
成
長

す
る
に
あ
た

り
、
ご
家
族

の
方
、
先
生
、

地
域
の
方
な

ど
多
く
の

方
々
に
お
世

話
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
自
分

の
言
葉
で
、
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。」

平
成
25
年
成
人
式
記
念
感
想
文

　

成
人
式
の
記
念
行
事
と
し
て
募

集
し
た
記
念
感
想
文
に
は
、
学
生

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

―
一
、四
六
二
人
が
新
成
人
に
―



や
社
会
人
21
人
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
次
の
４
作
品

を
入
賞
作
品
に
選
び
、
式
典
で
表

彰
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

岩い
わ

木き　

奈な

穂ほ

さ
ん

　
「
今
思
う
こ
と
」

優
秀
賞　

辻つ
じ　

貴き
い
ち一

朗ろ
う

さ
ん

　
「
二
十
歳
を
迎
え
て
」

入

選　

岡お
か
む
ら村　

勇ゆ
う

太た

さ
ん

　
「
感
謝
の
気
持
ち
と
抱
負
」

入

選　

大お
お
に
し西　

滉ひ
ろ
や也
さ
ん

　
「
成
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
」

新
成
人
お
礼
と
誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
代
表

　
　

岩
木　

奈
穂
さ
ん

　

私
た
ち
の
人
生
の
門
出
と
な
る

こ
の
機
会
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
こ
と
、
新
成
人
代
表
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
野
坂
市
長
を
は
じ
め

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
心
に
染
み

る
ご
祝
辞
、
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
が
物
心
つ
い
た
と
き
に
見
て

い
た
二
十
歳
の
女
性
は
、
大
人
の

お
姉
さ
ん
。
何
で
も
一
人
で
で
き

て
、
親
か
ら
も
怒
ら
れ
な
い
。
た

く
さ
ん
の
自
由
を
手
に
し
て
、
き

ち
ん
と
自
分
に
責
任
を
持
っ
て

い
る
。・
・
・
気
づ
い
た
ら
私
も
、

年
齢
の
上
で
は
い
わ
ゆ
る
「
大
人

の
お
姉
さ
ん
」
に
な
っ
て
い
て
、

け
れ
ど
実
際
は
そ
の
内
実
も
自
覚

も
な
い
ま
ま
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

の
憧
れ
だ
っ
た
振
袖
に
腕
を
通

す
。

　

中
学
で
の
不
登
校
、高
校
中
退
、

大
検
取
得
・
・
・
こ
れ
ま
で
本

当
に
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ

の
米
子
の
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

最
悪
！
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

私
。
特
に
思
春
期
に
は
学
校
、家
、

自
分
、
も
う
何
も
か
も
が
い
や
に

な
っ
て
、
こ
こ
に
生
ま
れ
た
こ
と

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、私
は
い
ま
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
米
子

の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。
な
ぜ
な

ら
こ
の
ま
ち
に
は
、
ど
ん
底
に
い

た
私
を
勇
気
づ
け
、
夢
を
見
つ
け

さ
せ
て
く
れ
た
人
た
ち
、
い
つ
で

も
私
を
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ

る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
で
す
。

　

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ

に
出
会
い
、
今
で
も
大
切
に
し
て

い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ

は
「
実
り
多
き
人
生
」。
こ
れ
は
、

私
の
名
前
に
あ
る
穂
の
字
を
稲
穂

の
意
味
に
つ
な
げ
た
も
の
で
、
中

学
の
卒
業
式
に
担
任
の
先
生
が
色

紙
に
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
た
言
葉
で
す
。
つ
ら
い
最
中

に
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
乗
り
越
え
て
か
ら
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
必

ず
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
言
葉
を
見
て
い
る
と「
ど

ん
な
時
も
自
分
を
見
て
い
て
く
れ

る
人
は
き
っ
と
い
る
」と
思
え
て
、

勇
気
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、「
道
が
な
く

な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
母
の
言
葉
。
道
に
迷
い
そ

う
に
な
っ
た
と
き
不
思
議
と
い
つ

も
浮
か
ん
で
き
て
、
良
く
も
悪
く

も
自
分
の
決
断
に
自
信
を
持
た
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
決
断
を
周
り

に
反
対
さ
れ
て
、
た
と
え
結
果
が

失
敗
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
先
に
は
必
ず
何
か
し
ら
の
道
が

あ
る
。
こ
の
言
葉
に
背
中
を
押
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。「
失

敗
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
。
ま
た
ほ

か
の
道
を
探
そ
う
」
と
。

　

い
ま
、
私
は
大
学
で
心
理
学
を

学
ん
で
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
将
来
、

人
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
多
く
の

人
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
な
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大

き
な
壁
が
た
ち
は
だ
か
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け

ら
れ
る
大
人
で
い
た
い
で
す
。
我

武
者
羅
に
前
に
進
み
、「
気
付
い

た
ら
夢
が
叶
っ
て
い
た
」
と
言
え

た
ら
最
高
で
す
。
思
い
描
い
て
い

た
二
十
歳
と
、
今
の
自
分
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
私
な
り
に
「
大
人
の
お
姉

さ
ん
」
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
十
歳

と
い
う
成
人
と
し
て
の
節
目
に
改

め
て
言
い
た
い
の
は
、
自
然
に
溢

れ
た
米
子
に
産
み
育
て
て
く
れ
た

両
親
と
、
大
好
き
な
こ
の
地
で
出

会
っ
た
人
た
ち
へ
の
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
。

　

今
日
、
こ
の
夢
と
志
を
胸
に
こ

れ
か
ら
成
人
と
し
て
笑
顔
が
絶
え

な
い
素
晴
ら
し
い
歩
み
を
築
く
こ

と
を
決
意
し
、
誓
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

［
Ｍマ

イ

リ

ー

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｙ

Ｃシ

ョ

コ

ラ

ー

テ

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
］

ラ
イ
ブ

ボ
ー
カ
ル　

梅う
め
ざ
き崎
美み

き紀
さ
ん

ピ
ア
ノ　

松ま
つ
も
と本
侑ゆ
う
こ子
さ
ん

　

高
校
１

年
生
で
ユ

ニ
ッ
ト
を

結
成
し
米

子
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス

を
は
じ
め

ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
会
場
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
音
楽
演
奏

し
て
き
た
お
２
人
で
す
。
高
校

卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
み
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
成
人
を
迎
え
再
結
成
し
パ

ワ
フ
ル
な
演
奏
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実

行
委
員
も
特
技
を
披
露
し
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

　

新
成
人
が
卒
業
し
た
中
学

校
や
養
護
学
校
の
校
舎
や
風

景
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

を
撮
影
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
各
学

校
の
校
歌
に
あ
わ
せ
て
上
映

し
ま
し
た
。



　「広報よなご」、「米子市ホームページ」等で男女共同参画をテーマにした標語を募集したところ、たくさんのご応募を
いただき、ありがとうございました。その作品をご紹介します。（順不同）

■企業等応募作品
作 品 企 業 名

助け合い　はげまし合い　絆で深まる憩いの場 （株）永井電機工業所
男女の境界関係ないよ周りを気にせず変われる勇気 美保テクノス（株）
仕事に育児に家のこと男女で参加共同作業 美保テクノス（株）
助け愛支え愛　笑顔輝く素敵な家族 美保テクノス（株）

■一般応募作品
作 品 作 品

家事は男女を意識しない率先してやる 男女で築く　豊かな米子　輝く未来
定年し　粋な主夫業　腕っこき 住みよい米子　互いの協力　理解から
平等に　仕事を分けた　君と僕 思いやる　心で広げる　参画社会
ゴマすりを　嫌う女性の　我が課長 広げたい　男女が一緒に　輝く社会
ひと（男）とひと（女）立ち位置変えて　苦楽知る 皆（老若男女）の「元気・勇気・やる気」で育つ我が街米子
定年で　妻と並んだ　台所 仕事と家事を　男女で支える　新時代
手をつなぎ　力合わせて　進みゆく 男女持つ　知恵と才寄せ　街づくり
二人して　社会参画　明日に向け イクメンかイクジイか悩む歳となり
男女して　責任・利益　分かち合う おーいお茶　今日の当番　俺だった
天秤の上で釣り合う　男女の社会 我が料理　腕を磨いて　妻こえた
社会から　消してしまおう　男女の差別 おさんどん　いやいややっても　おもしろい
優劣を　男女でつけず　明るい未来 おいしいね　褒められ今夜も　腕まくり
年取れば　男か女か　わからんわ 上手やね　作ったおかずが　大当たり
「だんだんね」男女の垣根をとる言葉 イクメンの　苦労を越えて　楽しみに
「あたりまえ」慣れるとあとで高くつき 発展と持続へ男女協働力
母ちゃんの肩ぐるまも捨てたもんじゃない やさしさは　パパが育休　取ってきた
わがままを言ったもん勝ちなんだそりゃ 助けるじゃない共同で子を育て
得意なこと　もっと伸ばそう　男女とも 男女差が　縮まり増える　選択肢
響き合い　男女で拓く　いい社会 始めよう　あなたと私　アサーション
ちゃんでもない　君でもないさ　さんがいい 助け合う　それが常識　人の道
分かちあい　ともに未来へ　みな主役 家事育児　ハーフタイムの　笛がなる
男女とも　特徴活かし　生きる道 いい夫婦　いい分担で　いい未来
区別する　男と女　死語になる 男女の輪　ずっとつながる　それ「イイネ！」
思いやり相手目線で考える 持続可能な共生社会へ男女協働力の発展を
ママよりも　パパのカレーが　好きな子ら 共生へ　男女協働発展を
手を抜いて　旦那の手を借り　家円満 イクメンと　職歴に書く　経歴書
夫婦の子　二人で構って　自慢の子 男（ひと）と女（ひと）協働・発展・持続へと
褒めちぎり　その気にさせて　家事旦那 持続する　男女協働　支え愛
男女で築く　参画社会に　光る夢 鬼上司　孫の前では　仏様
はんぶんこ　仕事も家事も　子育ても イクジイの　赤ちゃん言葉は　レトロ調
手のひらで　踊る亭主に　振るタクト 男女持つ　知恵と力で　街づくり
補って認めて進める共同参画 ジイジイよりイクジイと呼ばすうちの父
男と女プラスでプラス志向の社会 参画のスクラムはまず家庭から
家事仕事は気がついたらすぐ実行 できないを　見守る愛で　できるへと
家事を分かち合う家庭に笑顔いっぱい 父さんの　作る弁当　また進歩
子育ては夫婦共に出し合う知恵と思いやり 家事分別　主夫と主婦で　支え合う夫婦
役割を　決めない方が　生き易い 共に助け合う心のゆとりが我が人生を豊かにします
ジイジイよりイクジイと呼ぶうちの孫 イクメンが増えて輝きだした町
家事ができるというだけで評価されるなんて不公平
男と女生まれ変わるならどっちがいい？どっちでもいいと言える社会
　全応募作品は、イオン米子駅前店４階「男女共同参画センター“かぷりあ”」に展示します。また、平成25年度の「米
子市ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」、「広報よなご」のオビの部分（12P～ 15P 端）にも一部掲載
いたします。今後とも男女共同参画の普及にご協力をお願いいたします。
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）



３月・４月の市民課窓口の混雑緩和にご協力を
３月・４月は、住民異動等の手続きが集中することから、市民課窓口（本庁１階）が
大変混雑します。（手続きによっては、1時間以上お待ちいただくことがあります。）
次の窓口等をご利用いただくことで、混雑が緩和され、待ち時間も少なくなります
ので、お急ぎの方は、ご利用いただきますようお願いします。
■淀江支所地域生活課（淀江支所１階）（☎５６－３１１４・３１１５）
■行政窓口サービスセンター（市役所有料駐車場向かい・市役所第２庁舎１階）（☎
３９－０２２２）
　土・日曜日（祝日を除く。）に証明発行業務を行なっています。住民票の写し、印
鑑証明書などの証明発行のみの場合はご利用ください。※印鑑の登録、住民異動届
は取り扱いしていません。また、３月・４月は、市民課窓口の混雑緩和のため、平
日も業務を行ないます。
■市民税課窓口（本庁２階）（☎２３－５１１１）
　所得・課税証明書、資産証明書のみの場合はご利用ください。
●それぞれの窓口等で発行できる証明・お受けできる手続きは次の一覧のとおりです。
【市民課窓口以外の窓口で発行できる証明・お受けできる手続き一覧】

区分（市民課窓口で取り扱いしているもの） 淀江支所 窓口センター 市民税課
住民票の写しの発行 ○ ○ ×
住民異動届（転入・転出・転居）の手続き
※外国人の方⇒市民課窓口のみ　※住基カードによる手続き⇒市民課窓口のみ ※○　 × ×

住基カードの発行（市民課窓口のみ） × × ×
電子証明の発行（市民課窓口のみ） × × ×
記載事項証明の発行 ○ ○ ×
年金受給者現況届の証明 ○ ○ ×
印鑑登録証明書の発行 ○ ○ ×
印鑑登録の手続き ○ × ×
戸籍および除籍に関する証明書の発行 ○ ○ ×
戸籍の附票の写しの発行　※戸籍電算化以後のものに限る。 ○ ※○　 ×
身分証明書の発行 ○ ○ ×
所得・課税証明書の発行 ○ ○ ○
資産証明書の発行 ○ ○ ○
臨時運行許可証の発行（市民課窓口のみ） × × ×

■問合せ　それぞれの窓口等または市民課（☎２３－５１４４）

米子市役所

山陰歴史館

国道９号

米子市役所
第２庁舎

市役所
有料駐車場

平成23年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要
平成23年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が57億8,112万円、歳出総額が57億2,568万円
となり、歳入から歳出を差し引いた5,544万円は翌年度に繰り越しました。

※表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
■問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課（☎２２－７７２２）

歳入区分 決算額
分担金および負担金 51億5,986万円
使用料および手数料 5,110万円
国 庫 支 出 金 2,723万円
県 支 出 金 1,802万円
財 産 収 入 813万円
繰 入 金 2億1,191万円
繰 越 金 4,358万円
諸 収 入 1億 299万円
組 合 債 1億5,830万円
合 計 57億8,112万円

歳出区分 決算額
議 会 費 62万円
総 務 費 １億5,501万円
民 生 費 1億2,944万円
衛 生 費 16億2,809万円
消 防 費 31億2,101万円
教 育 費 369万円
公 債 費 6億8,783万円
合 計 57億2,568万円

うち共同処理事務に使う市町村
負担金は51億4,663万円で、構成
市町村別の内訳は次のとおりです。
米 子 市 27億6,198万円
境 港 市 6億6,899万円
日 吉 津 村 1億1,627万円
大 山 町 4億9,233万円
南 部 町 3億3,672万円
伯 耆 町 3億4,449万円
日 南 町 1億7,512万円
日 野 町 1億3,043万円
江 府 町 1億2,031万円

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。「
北
方
の　

領
土
か
え
る
日　

平
和
の
日
」



　
今
月
は
箕
蚊
屋
小
学
校
か
ら

朝
の
あ
い
さ
つ
の
模
様
を
お
伝

え
し
ま
す

　

箕
蚊
屋
小
学
校
の
５
つ
の
約
束
の
中

に
「
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
約
束
を
実
践
す
る
た

め
に
「
あ
い
さ
つ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
６
月
に
生
活
委
員
会
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
朝
、
児
童
玄
関

前
に
児
童
と
教
員
が
立
ち
、
登
校
し
て

く
る
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
各
学
級
で
は
、
事
前
に
あ
い
さ

つ
を
返
す
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
運
動
は
二
週
間
続
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
一
週
間
は
、
か
え
っ
て
く

る
あ
い
さ
つ
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
が
、
徐
々
に
か
え
っ
て
く
る
あ
い

さ
つ
が
増
え
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
子
供
た
ち
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

運
動
の
途
中
に
あ
い
さ
つ
運
動
の
様

子
を
ビ
デ
オ
に
撮
り
、
給
食
時
間
に
流

し
ま
し
た
。
自
分
の
様
子
、
友
達
の
様

子
を
見
て
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
感

じ
た
児
童
も
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

２
学
期
に
も
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
２
学
期
の
あ
い
さ
つ
運

動
で
は
、
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
教
員
が
、

給
食
時
間
に「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」「
今

日
の
み
ん
な
の
様
子
」
な
ど
に
つ
い
て

放
送
し
ま
し
た
。
今
日
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
よ

か
っ
た

こ
と
に

つ
い
て

話
を
し

ま
し
た
。

１
学
期

よ
り
も

帰
っ
て

く
る
あ

い
さ
つ

が
増
え
、

自
分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
子

ど
も
た
ち
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
元
気

の
よ
い
あ
い
さ
つ
で
い
っ
ぱ
い
の
さ
わ

や
か
な
朝
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
に
「
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ね
。」「
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
。」
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
こ
れ
か
ら

も
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
み
、「
元
気

な
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
が
、
み
ん
な

で
実
践
で
き
る
箕
蚊
屋
小
学
校
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議
（
☎
23

―
５
４
４
１
）

　 市 内 の 23
の小学校で行
なわれている
あいさつの取
組みを順番に
紹介していき
ます。
　 来 月 は、
弓ヶ浜小学校
です。

あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
な
か
よ
し　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば　
　
　
　

箕
蚊
屋
小
学
校　

１
年　

奥お
く
だ田　

匠
た
く
み

第10回　ぺらっとハングル
スピーチコンテスト　開催！！

　ハングルを学んでいる方を対象に「第10回ぺらっとハングル・
スピーチコンテスト」を開催します。皆様の沢山のご来場をお待
ちしております。アトラクションでは駐大阪韓国文化院をはじめ、
特別ゲストをお招きして、韓国伝統芸能公演があります。どうぞ
お楽しみに！！
■と き　16日（土）午後１時30分～４時30分（予定）
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの里１階　大
会議室
■問合せ　市民自治推進課（☎２３－５３７４）

米子人生大学特別講座
　どなたでも受講できます。お誘いあわせの上、お
気軽におでかけください。
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあい
の里１階　大会議室
■受講料無料・申込不要　■県民カレッジ連携講座
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

第１回
２月25日（月）

午後１時30分
～３時30分

「心の笑顔」
講師　泉龍寺　住職
　　　三

み し ま

島道
どう

秀
しゅう

さん

第２回
３月４日（月）

午後１時30分
～３時30分

「米子城と米子の町」
講師　米子市立山陰歴史館
　　　館長　国

く に た

田俊
とし

雄
お

さん

第３回
３月18日（月）

午後１時30分
～３時30分

「歌って楽しくリフレッシュ」
講師　よなご童謡の会　会員
　　　山

やまいし

石ひろ子
こ

さん
伴奏　松

まつばら

原真
ま り こ

理子さん

宝くじの助成金で整備しました
　このたび（財）自治総合センターの宝
くじ社会貢献広報事業の助成を受け、富
士見ヶ丘自治会集会所が完成しました。
　地域住民による安心・安全なまちづく

りの促進を図るた
め、交流・学習の
場として活用されます。
■問合せ　 市 民 自 治 推 進 課（ ☎ ２３－
５３７５）

平成24年度原子力防災講演会
■と き　17日（日）午前10時～正午
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあい
の里１階　大会議室
■内容　「放射線の基礎知識と放射防護」　講師（独）
放射線医学総合研究所　主任研究員　勝部孝則さん
鳥取県広域住民避難計画（案）の説明　等
■定員　３００名　■主催　米子市・鳥取県・境港市
■申込・問合せ　鳥取県危機管理局　原子力安全対
策室（☎０８５７ー２６－７８７８）

市民後見人の普及・啓発講演会の開催
■と き　３月９日（土）午後１時～３時40分
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの里１階　大
会議室　※参加費無料、申込不要
■基調講演　全国権利擁護ネットワーク副代表　上田晴男さん
■問合せ　一般社団法人権利擁護ネットワークほうき（☎２１－
５０９２）
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う
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パブリックアート交流展
　市内の公民館等の活動拠点で制作された作品を「ふ
れあいの里」のオープンスペースを利用して ､ 気軽に
展示 ･ 発表するものです。今回は４つの団体が作品を
入れ替えて展示します。ぜひ、ご覧ください。
■と き　１月31日（木）～２月26日（火）午前９時～
午後５時
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの
里１階　談話・喫茶コーナー
■作品の展示日程
○１月31日（木）～２月５日（火）…粘土インテリア＆アー

ト（ゆかぁさんずガーデン）
○２月７日（木）～12日（火）…陶芸（彦名陶芸同好会）
○２月14日（木）～19日（火）…ヤンアート（ヤンアー

ト同好会）
○２月21日（木）～26日（火）…仏画（美尚美術会）
※水曜日は作品の入替え等のため、ご観覧いただけま
せん。
■入場料　無料
■問合せ　地域政策課中心市街地活性化推進室（☎２３
－５３５３）

米子市男女共同参画センター“かぷりあ”

第９回かぷりあ祭
一人一人のステキな出会いが大きなパワーへ

　「かぷりあ」は男女共同参画社会の実現に向けた活動の拠点としてイオ
ン米子駅前店４階に開設しています。今回のテーマは「共に・・・」です。
かぷりあ利用者や、市民の方々と男女共同参画について共に学び、共に
男女共同参画社会をひろげましょう。
　年に１度の「かぷりあ祭」、クイズラリー、ステージ発表など楽しい企
画がたくさんあります。皆さん、お誘いあわせのうえお出かけください。
■と き　３月３日（日）
■ところ　第１会場：米子市文化ホール　イベントホール他

第２会場：男女共同参画センターかぷりあ

▼文化ホール　イベントホール
午前10時：開会式・オープニング、（米子マンドリンオーケストラ）
午前10時45分：～かぷりあ流～歌とトークで綴る“共に…ってなぁに？”
午前11時30分：気功太極拳、バンド演奏など
午後１時20分：「“聞いて聞いて”いろんなところへ行ってきたよ！！」

（フィンランド、デンマーク、仙台、福島他）
午後３時：太極拳、プチミュージカル、豪華景品が当たる大抽選会など
・喫茶コーナー

▼文化ホール　オープンスペース等　食事コーナー（古代おこわ、米粉たこ
やきなど）、バザー（手作り作品、お菓子など）、お茶席（抹茶）など

▼男女共同参画センター“かぷりあ”（イオン米子駅前店４階）
・行政相談、折り紙、似顔絵、消しゴムはんこづくり、足つぼマッサー
ジ、お手玉づくり、塗絵ポストカードづくりなど
・パネル展示（３日（日）～10日（日））

かぷりあウィーク　３月３日（日）～10日（日）
■ところ　男女共同参画センターかぷりあ　第１会議室

“かぷりあ”利用登録団体等による様々な講演会、体験会等が開催されま
す。皆様ご参加ください。なお、会場等の準備のため、事前申込を希望
しますが、当日受付も行ないます。

午前 10 時～正午 午後１時～３時

５日
（火）

「平和について考える！！」
県内の戦争体験者の講演と
交流会（平和のための戦争展
を成功させる会）

いま、女性の自立とは、「あな
たにとって自立って？」講師：
新
に っ た

田ひとみさん　小
こ ぶ ち

渕良
よ し こ

子さん
（自己プロデュース会議）

６日
（水）

認知症の人が生活しやすい
地域づくりを進めるための

「認知症サポーター養成講
座」（くらし助け合いの会）

「自分らしく輝いて幸せに生きる
コツを楽しく学ぼう」 参加者に
は素敵なプレゼントあり（Ｗａ
ｙ　Ｗａｙスクール）

７日
（木）

「皆で楽しむ気功と太極拳体
験」（米子気功太極拳協会）

「人生、しめくくりの備え」ドキュ
メンタリー映画「エンディング
ノート」上映・成年後見人制度、
遺言状の書き方　講師：鹿

か し ま

島康
やす

裕
ひろ

さん

８日
（金）

「一人でできる肩こり・腰痛
を解消する秘訣」健康に関
する講演と実演指導　講師：
高
こ う の

野祐
ゆう

一
いちろう

郎さん（理学療法士）

「やさしく、やさしく、やさしく」
講師：柴

し ば た

田久
く み こ

美子さん（看取り士）
（一般社団法人なごみの里）

９日
（土）

“親子で片付けお悩み解消
ワーク”講師：谷

た に も と

本恵
め ぐ み

美さ
ん（インテリアコーディネー
タ ー、 整 理 収 納 ア ド バ イ
ザー）

米子シネマクラブ 15 周年記念
例会「日輪の遺産」のプレイベ
ント　浅田次郎の作品を基に今、
風化しつつある戦争をふりかえ
る

10日
（日）

「ハンドマッサージ」と「ポ
イントメイク」講師：中

な か も り

森そ
う子

こ

さん他

「断捨離セミナー」講師：南
みなみまえ

前
ひとみさん（断捨離正規トレー
ナー）

■問合せ・申込み　男女共同参画センター（☎３１－１５９１）、男女共同
参画推進課（☎２３－５４１９）、E メール：danjyo@city.yonago.lg.jp

米子市長選挙・市議会議員
補欠選挙期日前投票所の
投票立会人を募集します

　米子市選挙管理委員会では、有権者の選挙に対する
関心を高めるとともに、親しみのある投票所をめざし
て、米子市長選挙・市議会議員補欠選挙（平成25年４
月21日執行予定）の期日前投票所投票立会人を募集し
ます。
　ただし、応募者が多数の場合は全員に従事していた
だけない場合がありますのでご了承ください。
■仕事の内容　期日前投票所の投票事務が公正に行な
われているか立会いをしていただきます。
■応募資格　米子市に住所を有し、選挙権のある方
※特定の候補者の選挙運動員や政治活動等を行なって
いる方、候補者の親族の方は応募をご遠慮ください。
■立会日　告示日の翌日から選挙期日の前日まで（４月
15日～４月20日）の６日間のうち、希望する日１日（複
数日応募可）
■立会時間　午前８時30分から午後８時まで

（従事時間 午前８時15分から午後８時30分まで）
■立会場所　市役所本庁舎または淀江支所（希望する期
日前投票所１か所）
■募集人数　各期日前投票所、１日につき２名
■報酬　１日につき９，５００円

（支払額はこの金額から源泉徴収後の金額です。）
■応募方法　申込書に必要事項を記入のうえ、提出してく
ださい。郵送、Ｅメールでも受け付けます。
※申込書は選挙管理委員会事務局にあります。また、
米子市ホームページからもダウンロードできます。
■申込受付期間　２月12日（火）～28日（木）
■採用方法　選挙管理委員会事務局で選出（応募者多数
の場合は抽選）し、３月中旬採用者に通知します。
■申込書の請求、問合せ　選挙管理委員会事務局
〒６８３－８６８６　米子市加茂町１―１（☎２３－
５３４５）、Ｅメール：senkyo@city.yonago.lg.jp



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

被
害
か
ら
身
を
守
る

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

ま
ず
「
パ
ソ
コ
ン
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
大
容
量
の
デ
ー
タ
の
高

速
通
信
が
可
能
な
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
や
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
を
メ
イ
ン
と
し
た
情
報
端
末
機
が
普
及
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
置
い
て
あ
る
自
宅
や
仕
事
場
以
外
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
い
つ
で

も
手
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
に
な
り

ま
し
た
。◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
携
帯
電
話
事
業
者

が
管
理
し
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
以
上
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
危
険
性
が
高
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
を
は
じ

め
、
ゲ
ー
ム
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の

取
り
込
み
に
伴
う
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
見
知
ら
ぬ
他

人
と
交
流
で
き
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
」、「
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
で
の
メ
ー
ル
交
換
や
掲
示
板
等

へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
個
人
情
報
の
流
出
、ま
た
、

金
融
機
関
や
企
業
に
な
り
す
ま
し
て
メ
ー
ル
を
送

り
、
偽
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導
し
て
銀
行
口
座

番
号
等
を
入
力
さ
せ
て
個
人
情
報
を
盗
ん
で
悪
用

す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、身
に
覚
え
の
な
い
高
額
料
金
の
請
求
、

悪
質
な
書
き
込
み
、
本
人
の
許
可
を
得
な
い
個

人
情
報
の
掲
示
板
等
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
最
悪
の

場
合
は
生
命
に
関
わ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
、
深
刻
な
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
に
は
、

①
常
に
最
新
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
・
機
能
強
化
用
ソ

フ
ト
を
導
入
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万
全
に
す

る
こ
と
。

②
む
や
み
に
メ
ー
ル
等
で
紹
介
さ
れ
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
取
り
込
ま
な
い
こ
と
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
個
人
情
報
の
入
力
や
他

人
の
個
人
情
報
の
書
き
込
み
を
し
な
い
こ
と
。

④
メ
ー
ル
に
写
真
や
動
画
を
添
付
し
な
い
こ
と
。

⑤
契
約
に
よ
ら
な
い
料
金
請
求
は
無
視
す
る
こ
と
。

な
ど
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
場
合
に
は
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」や「
名

誉
毀き

損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

等
に
基
づ
き
、
本
人
か
ら
サ
イ
ト
管
理
者
等
に
対

し
て
改
善
の
要
求
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ト
管
理
者
等
が
応
じ
な
い
場
合
に

は
、
法
務
局
へ
相
談
し
た
り
、
警
察
へ
通
報
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
誰
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
の
被
害
者
や

加
害
者
と
な
る
可
能
性
が
高
い
環
境
に
あ
る
こ
と

を
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

米
子
市
で
起
こ
っ
た
拉
致
を
、
私
た
ち
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ
、
帰
国
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

米子市美術館平成25年２月のイベントおよび
平成25年度展示室利用のご案内

第９回　ミュージアムスクール
美術上映会

◆と き　２月10日（日）
　　　　午後２時～３時30分
　　　　（午後１時30分開場）
◆ところ　米子市淀江文化センター　イベントホール
◆内 容　「絵画からデザインへ～アール・ヌー

ボー様式～」と「洋画と日本画～日本
近代美術の出発～」を学芸員の楽しく
分かりやすい解説を交え、上映します。

◆参加費　無料　40席程度
※事前申込不要　直接会場にお越しください。
※先着40名様に関連図録をプレゼントします。

米子市美術館　展示室利用のご案内

平成25年度米子市美術館展示室利用の受付を次のと
おり行ないます。利用可能期間をご確認のうえ、お申
し込みいただき、ぜひご利用ください。

◆と き　３月15日（金）
　　　　　午前10時～10時15分
◆ところ　米子市役所第２庁舎２階第２会議室
　　　　　（米子市東町１６１－２）
※申し込み期間が重複した場合は抽選になります。ま
た当日の受付時間（午前10時15分）後の利用申し込
みは、米子市美術館仮事務所にて先着順で受け付け
ます。

※３月８日（金）から米子市教育委員会文化課、米子市
美術館仮事務所、美術館ホームページにて展示室の
貸出し期間をお知らせします。

◎問合せ
　米子市美術館仮事務所（☎３４－２４２４）
　〒６８３－００３３　米子市長砂町９３５－１
　http://www.yonagobunka.net/y-moa/
　受付時間　月曜日から金曜日　午前10時～午後６時まで



　

米
子
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　

４
月
21
日
㈰
に
行
な
わ
れ
る
予

定
の
米
子
市
長
選
挙
と
米
子
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

４
０
１
会
議
室

対
象
者　

立
候
補
予
定
者
お
よ
び

そ
の
関
係
者
（
１
候
補
に
つ
き
、

原
則
３
人
以
内
）

内
容　

立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙

運
動
の
注
意
事
項
な
ど

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　
（
☎
23
―
５
３
４
５
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有
権

者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録
漏
れ
や
誤

り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期
間
中
に
異
議

の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
縦
覧
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

期
間　

２
月
23
日
㈯
～
３
月
９
日
㈯

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
本
庁
舎
４
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、
今
年
の
４
月
に
新

し
く
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
米
子
市
教
育
委
員

会
で
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
保

護
者
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
就
学
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
学
校
教
育

課
（
☎
23
―
５
４
３
３
・
☎
23
―

５
４
３
４
）
ま
で
お
早
め
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
希
望

業
者
を
募
集
し
ま
す

　

㈶
米
子
市
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
25
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
を

お
お
む
ね
３
か
月
以
上
介
護
経
験

の
あ
る
市
民
の
方
）

応
募
締
切　

28
日
㈭
必
着

任
期　

２
年

会
議　

２
時
間
程
度
の
会
議
を
年

３
回
程
度
開
催
。
た
だ
し
、
計
画

の
見
直
し
を
行
な
う
年
度
は
必
要

に
応
じ
た
回
数
。
ま
た
、「
米
子

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
」
ま
た
は
、「
米
子
市
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
」
の
委
員
も
兼
ね
ま
す
。

応
募
方
法　

｢

高
齢
者
介
護｣

に

つ
い
て
の
考
え
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
所
定
の
応
募
申
込
書

を
同
封
の
う
え
、
長
寿
社
会
課
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
申

込
書
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
長
寿

社
会
課
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

応
募
書
類
を
も
と

に
、
書
類
選
考
し
ま
す
。

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
６
）

　

自
衛
官
募
集

■
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

未
経
験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採

用
し
、
普
段
社
会
人
、
学
生
等
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し

の
納
入
希
望
業
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

購
入
物
資（
各
品
目
ご
と
に
募
集
）

●
野
菜
類
●
果
物
類
●
調
味
料
類

●
乾
物
類
●
麺
類
●
食
肉
（
お
よ

び
そ
の
加
工
品
）
●
練
製
品
●
豆

製
品
●
卵
類
●
油
脂
類
●
缶
詰
類

●
冷
凍
食
品
●
魚
介
類
●
乳
類
●

も
や
し
●
こ
ん
に
ゃ
く

申
込
期
間　

20
日
㈬
～
28
日
㈭

申
込
場
所　

㈶
米
子
市
学
校
給
食

会　

米
子
市
大
谷
町
28
番
地
８

（
米
子
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

内
）（
☎
37
―
３
０
０
５
）

※
提
出
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
、

㈶
米
子
市
学
校
給
食
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
の
高
齢
者
の
保
健
・
福

祉
施
策
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容　

高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
や
進
行
管
理
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

公
募
人
数
お
よ
び
応
募
資
格

▼
被
保
険
者
代
表　

２
人
（
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
で
満
40
歳
以

上
の
市
民
の
方
）

▼
介
護
者
代
表　

３
人
（
在
宅
で

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の情

報

な
が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経

た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

し
ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

○
教
育
期
間
お
よ
び
応
募
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間　

３
年
間
で
合
計
50
日

（
合
計
４
０
０
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
技
能
公
募

教
育
期
間　

２
年
間
で
合
計
10
日

（
合
計
80
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

多
種
に
わ
た
る
た

め
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

い
ず
れ
も
、
１
月
９

日
㈬
～
４
月
３
日
㈬

試
験
日　
４
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
幹
部
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
と
は
、
一

般
大
学
等
出
身
の
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定
期
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部
自

衛
官
に
な
り
ま
す
。「
一
般
幹
部

候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
。）」、「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈮
～
４
月

26
日
㈮

試
験
日　

５
月
11
日
㈯　

筆
記
試
験

５
月
12
日
㈰　

筆
記
式
操
縦
適
性



検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
。）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ

れ
あ
い
の
里
４
階
）
で
は
、
平
成
25

年
度
の
書
道
・
陶
芸
・
木
彫
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
料
無

料
（
但
し
、
作
品
展
の
出
品
料
・
材

料
代
等
実
費
が
必
要
で
す
。）

場
所
・
対
象
者　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
米
子
市
内
に
お
住
い
の
60

歳
以
上
の
方
で
２
年
間
の
受
講
が

可
能
な
方
※
未
経
験
者
大
歓
迎

講
座
名
・
開
催
日
・
募
集
人
員

書
道　

毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
）

午
前
10
時
～
正
午　

30
人
程
度

陶
芸　

毎
週
火
曜
日
（
月
４
回
）

午
後
１
時
～
３
時　

24
人
程
度

木
彫　

第
１
・
３
週
の
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

24
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
限　

３
月
15
日
㈮

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
希

望
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

米
子
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー　

〒
６
８
３
―
０
８
１
１　

米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
―
３

問
合
せ　

米
子
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
―
５
４
９
１
）

　

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
の
援
助
を

行
っ
て
い
た
だ
く
“
援
助
会
員
”
と
、

育
児
の
援
助
を
必
要
と
す
る
“
依
頼

会
員
”
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
援
助

会
員
は
、
子
ど
も
の
好
き
な
方
・
育

児
経
験
の
あ
る
方
な
ど
で
市
内
の
方

で
あ
れ
ば
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
依

頼
会
員
は
、
市
内
在
住
も
し
く
は
市

内
在
勤
の
方
で
あ
れ
ば
会
員
（
登
録

無
料
）
に
な
れ
ま
す
。

援
助
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会

　

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
、
子
ど

も
の
遊
び
（
身
近
な
材
料
で
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。）、
子
ど
も
の

心
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。
※
託
児
あ
り

と
き　

18
日
㈪
・
19
日
㈫
※
両
日

と
も
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

申
込
期
限　

13
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎

32
―
０
０
１
６
）

　

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間　

４
月
２
日
㈫
～
９
月

30
日
㈪　

６
か
月

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講

指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方

受
付
期
間　

12
日
㈫
～
３
月
４
日
㈪

選
考
日　

３
月
８
日
㈮

※
定
員
各
科
16
名　

受
講
料
無
料

（
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

訓
練
課
（
☎
27
―
５
１
１
５
）

　

米
子
市
水
泳
教
室
生
徒
募
集
中

　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
水
泳
場

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

水
泳
教
室
も
再
開
し
ま
し
た
。

期
間　

１
日
㈮
～
３
月
28
日
㈭
（
２

月
期
４
回
、３
月
期
４
回
の
計
８
回
）

料
金
（
１
か
月
分
）

幼
児
（
４
～
６
才
）
１
５
０
０
円

小
学
生　

２
０
０
０
円　

18
歳
以
上　

３
０
０
０
円

受
付　

今
回
に
限
り
定
員
に
達
し
な

い
コ
ー
ス
は
参
加
申
込
み
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
※
く
わ
し
く
は

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
水
泳
場
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ど
ら
ド
ラ

パ
ー
ク
米
子
水
泳
場
（
☎
32
―

３
０
３
１
）

自
立
へ
の　

道
は
男
女
の　

協
力
で　
　
　

一
般
応
募
作
品

電子申告のための住民基本台帳
カードの取得はお早めに！

　確定申告時期には、電子証明書付きの
住民基本台帳カード（以下住基カード）
を取得される方が増え、市民課の窓口が
大変混雑し、長時間お待たせすることが
予想されますので、住基カードの申請は
なるべくお早めに手続きをされるようお
勧めします。
　住基カードと電子証明書の作成の所要
時間は、合わせて約20分程度ですが、混
雑時にはさらに時間がかかる場合もあり
ます。日にちと時間に余裕を持って窓口
へお越しください。
■申請時に必要なもの
①住基カード交付手数料　500円
②電子証明書交付手数料　500円
③写真付き住基カードを希望される方は、

「上半身、無帽、正面、無背景で６か月以
内に撮影した縦４．５センチ×横３．５セ
ンチの大きさ」の写真を１枚ご持参いただ
くか、または市役所での撮影も可能です。
■問合せ　市民課（☎２３－５１４４）

体力づくり歩け歩け大会
（半日コース）

■とき　10日（日）午前８時30分
■集合場所　米子市役所前庭
■行き先　福生西公民館（平成25年度米
子市体力づくり歩け歩け大会計画） 行程約
８㎞、米子市役所解散
※ノルディック・ウォークポールレンタ
ル・・・要予約
■問合せ　体育課（☎２３－５４２６）

鳥取環境大学公開講座
■とき　23日（土）午前10時30分～正午
■ところ　鳥取環境大学西部サテライト
キャンパス
■テーマ　『人権について考える ―差別
は誰の問題か―  』
■講師　環境学部教授　外

と が わ

川正
まさ

明
あき

さん
■受講料　無料
■申込・問合せ　鳥取環境大学西部サテ
ライトキャンパス（☎２３－１３１１）

認知症啓発市民フォーラム
■とき　３月10日（日）午後１時30分～４時
■ところ　ふれあいの里　大会議室
■講演　「無縁社会の介護を考える」～認
知症の人・家族と支援者が支えあう地

ま ち

域づ
くり～
■講師　元松山大学教授　春

か す が

日キスヨさ
ん、日南町立病院長　高

た か み

見徹
とおる

さんほか
■入場料　無料
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５１５５）

弥生文化シンポジウム
「東西日本からみた山陰の弥生社会」
■とき　３月９日（土）午後１時～４時30分
■ところ　淀江文化センター　大ホール
■講師・パネリスト　大塚初重さん（明治
大学名誉教授）、西谷正さん、石川日出志
さん、森岡秀人さんほか
■参加費　無料（※要事前申込）
■申込・問合せ　県立むきばんだ史跡公園

（☎３７－４０００、E-mail：mukibanda@
pref.tottori.jp）



職員を募集します
米子市および各団体で職員を募集します。採用予定日はすべて平成25年４月１日です。さ

あ
行
こ
う　

同
じ　

人
間
同
士
だ
よ　
　
　

一
般
応
募
作
品

臨時職員を募集しています
●臨時保育士・臨時看護師

平成25年４月から米子市立保育園またはあかしや（児童発達支援センター）に勤務していただく保育士と看護師を募集しています。
■募集職種・人数　 ▼保育士（臨時職員）20人程度　 ▼看護師（臨時職員）１人　　（募集人数に達するまで受付けます。）
■職務内容　 ▼保育士　市立保育園またはあかしやに勤務し、保育業務に従事します。

▼看護師　市立保育園に勤務し、主に０歳児の調乳・保育業務に従事します。
■賃金　日額7,180円（平成24年度実績、変更になる場合もあります。）
■勤務時間　月曜日から土曜日の午前８時30分から午後５時15分まで、週38時間45分勤務（１時間程度の早出・遅出勤務もあります。）
■雇用期間　平成25年４月１日から平成25年９月30日まで。（諸条件により平成26年３月31日まで更新します。）
■応募方法　履歴書（余白に「平成 25 年４月以降希望分」と記載）と資格証（写し）をこども未来課までご持参ください。
　※パート保育士（有資格者時間給926円）も随時募集しています。
■問合せ　こども未来課（☎２３－５１７７）

■試験日・科目・場所　24日（日）・教養、面接・市役所第２
庁舎２階第２会議室
■申込受付期間　１日（金）～15日（金）（当日消印有効）
※指定の受験申込書を教育総務課に提出してください。くわ
しくは、受験案内でご確認ください。
■受験案内、受験申込書の請求・問合せ　教育総務課（☎２３
－５４２１）

●米子市教育文化事業団嘱託職員
※緊急（重点分野）雇用創出事業による募集
■募集職種・人数　司書・３人程度
■職務内容　米子市立図書館等に勤務し、図書館司書および
移動図書館車運転業務に従事します。
■応募資格　図書館の司書資格および普通自動車運転免許を
有する方（資格は、いずれも平成25年３月31日までに取得見
込み可）
■試験日・科目・場所　25日（月）・作文、面接・米子市文化
ホール
■申込受付期間　４日（月）～18日（月）（当日必着）
■受験案内、受験申込書の請求・問合せ　（財）米子市教育文
化事業団事務局（文化ホール内）（☎３５－６４１１）

●米子市学校給食会職員（非常勤職員）
■募集職種・人数　事務職・２名
■職務内容　米子市学校給食会事務局に勤務し、給食用物資
の発注、荷受、供給および給食費の徴収等に関する業務に従
事します。
■応募資格　普通自動車運転免許を有する方
■試験日・科目　３月２日（土）・小論文、面接
■申込受付期間　６日（水）～20日（水）（当日消印有効）
※指定の受験申込書を（財）米子市学校給食会に提出してくだ
さい。くわしくは、受験案内でご確認ください。
■受験案内、受験申込書の請求、問合せ　（財）米子市学校給
食会（米子市立学校給食センター内）（☎３７－３００５）

●生活保護就労支援員（非常勤職員）
■募集職種・人数　生活保護就労支援員・１人
■職務内容　生活保護受給者に対し、安定就労による生活保
護からの早期自立を図るための就労支援業務に従事します。
■応募資格　ハローワークまたは事業所等で就労支援の経験
を有する方、ワード・エクセルの基本操作が可能な方、普通
自動車運転免許（ＡＴ限定不可）を有する方
■試験日・科目　３月10日（日）・作文、面接。場所は別途通
知します。
■申込受付期間　２月19日（火）～３月１日（金）（当日消印有効）
■受験申込に関する問合せ　福祉課（☎２３－５１５１）

●米子福祉会職員（臨時職員）
■募集職種・人数　運転手・１人
■職務内容　リフトバスの運転業務等に従事します。
■応募資格　大型２種免許を有する方。申込時に過去５年間の
運転記録証明書を添付してください。
■勤務場所　米子市心身障害者福祉センター
■試験日・科目　17日（日）・面接
■申込受付期間　１日（金）～10日（日）（当日消印有効）
※指定の受験申込書を米子市心身障害者福祉センターに提出
してください。くわしくは、受験案内でご確認ください。
■受験案内、受験申込書の請求、問合せ
〒６８３－０００２　米子市皆生新田２丁目10番１号
米子市心身障害者福祉センター（☎３２－９００１）

●なかよし学級指導員（非常勤職員）
■募集職種・人数　なかよし学級指導員・9 人程度
■職務内容　小学校１年生から３年生までの児童に対し、心身
の健全な発達を促し、合わせて遊び、運動等を指導します。
■試験日・科目　23日（土）・教養、作文、面接
■試験会場　市役所本庁舎会議室
■申込受付期間　１日（金）～14日（木）（当日消印有効）
※指定の受験申込書をこども未来課に提出してください。く
わしくは、受験案内でご確認ください。
■受験案内、受験申込書の請求・問合せ　こども未来課（☎
２３－５１３５）

●米子市職員（任期付短時間勤務職員）
■募集職種・人数　社会福祉主事・３人程度
■職務内容　生活保護法等に基づくケースワーク業務に従事
します。
■応募資格　昭和27年４月２日以降に生まれた方で、社会福
祉主事の任用資格を有し、普通自動車運転免許を有する方
■試験日・科目　第１次　24日（日）・教養、適性検査、作文

第２次　３月上旬・面接
■申込受付期間　１日（金）～14日（木）（当日消印有効）
※指定の受験申込書および自己紹介カードを職員課に提出し
てください。くわしくは、受験案内でご確認ください。
■受験案内、受験申込書等の請求、問合せ　職員課（☎２３－
５３４２）

●学校図書職員（非常勤職員）
■募集職種・人数　学校図書職員・３人
■職務内容　米子市立の小、中学校または特別支援学校のい
ずれかで図書業務に従事します。
■応募資格　図書館の司書資格を有する方（平成25年３月31
日までに取得見込の方を含む。）または図書館等で図書業務に
３年以上従事した経験のある方
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軽自動車・原付自転車
　３月末までに廃車の手続きを

　軽自動車や原付自転車は、すでに使わなくなったり、放置や廃
棄処分、譲渡をされている場合でも、廃車の届出をされていない
と平成25年度以降も軽自動車税が課税されます。届出がまだの方
は、３月末までに手続きをしてください。
■原動機付自転車（125cc 以下のオートバイ）・農耕作業車・小型
特殊作業車の届出は・・・市民税課（☎２３－５１１１）、淀江支所
地域生活課（☎５６－３１１４）
■軽自動車の届出は・・・軽自動車検査協会鳥取事務所（鳥取市安
長77番地１　☎０８５７－２８－７００１）
■軽二輪（125cc を超え 250cc 以下のオートバイ）の届出は・・・
鳥取県軽自動車協会（鳥取市安長 77 番地３　☎０８５７－２８－
７０２１）
■二輪の小型自動車（250cc 超えるオートバイ）の届出は・・・鳥
取運輸支局（鳥取市丸山町 224番地　☎０８５７－２２－４１５４）

公の施設の指定管理者を指定しました
　平成18年４月から公の施設に指定管理者制度を導入し、現在59の施設に制度を適用していますが、平成25年４月からは、
指定期間が満了することに伴い「米子勤労者体育センター」について新たに指定管理者を指定します。
　「指定管理者制度」とは、市が指定した民間事業者、ＮＰＯ法人、ボランティア団体などに、公の施設の管理を行なわせ
る制度です。
　米子市では、この制度を適用する公の施設の指定管理者の候補者を９月に選定しました。このたび、市議会12月定例会
での議決を経て、指定管理者を指定しましたのでお知らせします。
　指定管理者による施設管理にあたっては、施設における基本的なサービス水準の維持・向上が図られるよう指定管理者
を指導・監督し、これまで以上に効果的で効率的な施設管理に努めていくこととしています。

施設の名称 指定管理者の名称・所在地 指定の期間 担当課

米子勤労者体育センター ファミリー株式会社
大阪市淀川区西宮原２－１－３ ５年 商工課（☎２３－５２１６）

　くわしくは、商工課にお問い合わせください。

「津波警報が変わります」
　気象庁では、平成25年３月７日から改善した津波警報の運用を開始します。巨大地震の発生により東日本大震災級の津
波を予想した場合、大津波警報に「巨大」という言葉を用いて発表しますので、最大限の避難を行ないましょう。
　新しい津波警報などのくわしい内容は、気象庁ホームページでご確認いただくか、検索サイトで「津波警報が変わります」
と入力し、そのリンク先に移動してください。
　また、津波警報などを見聞きした場合、直ちに安全な場所（高台や避難ビル）へ避難をすることが重要ですが、海岸付
近で「強い揺れ」「長くゆっくりとした揺れ」を感じた場合も、自らの判断で直ちに安全な場所へ避難することが重要です。
いざという時には、自らの判断で安全な場所へ避難して、命を守ってください。
■問合せ　鳥取地方気象台　防災業務課（☎０８５７－２９－１３１３）

税の無料相談
税金に関することなら何でもご相談ください。
無料で相談に応じます。予約不要。
■と き　17日（日）午前10時～午後４時
■ところ　米子高島屋東館３階特設会場および
スーパーセンタープラント－５境港店　境港サ
ロン内
■問合せ　中国税理士会米子支部（☎３２－
４７９５）

消費生活セミナー「消費者トラブルにあわないために」
悪質商法などの消費者トラブルをわかりやすく表現した紙芝居を作者
の紙芝居師・松

まつむら

村宏
ひろし

さんが公演し、担当職員がトラブルへの対応策を
お話します。
■と き　23日（土）午後２時～４時
■ところ　米子市福祉保健総合センター「ふれあいの里」４階会議室
■紙芝居　松村宏さん（紙芝居師）
■講 師　市民相談課職員　■定 員　100人※入場無料・申込不要
■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８）

農耕作業車・小型特殊作業車は
登録が必要です

　トラクター・乗用装置付き
のコンバインなどの農耕作業
車やフォークリフトなどの小
型特殊作業車は、道路を走ら
なくても、ナンバープレート
を付けなくてはなりません。
ナンバープレートを付けていない方は、市民税課ま
たは、淀江支所地域生活課で登録の手続きをしてく
ださい。
■登録に必要なもの
販売証明書（車名・車体番号・型式認定番号・総排
気量の記載があるもの）、印鑑（ゴム印・スタンプ印
を除く。）
■問合せ　市民税課（☎２３－５１１１）、淀江支所地
域生活課（☎５６－３１１４）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

皆 生
住 宅

皆 生
５丁目 7R1 304 中層耐火３ 階 建 3LDK

26,200
～51,400 Ｈ 7

加 茂
住 宅 両三柳 11R2

206
高層耐火

６ 階 建

3LDK

28,700
～56,400

H11401 28,800
～56,500

505 2LDK 22,000～43,100
■入居者の資格　
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む。）がある
方。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単
身でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定め
る収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らかな
方／米子市税などに滞納がない方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（金）～7日（木）土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる場
合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認くだ
さい。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課にありま
す。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提出は必要
ありません。
■入居選考方法　12日（火）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　３月１日（金）
※次回の市営住宅入居者募集は３月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼12日（火）
午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相談室／問人権政
策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米子支局（☎
２２－６１６１）では、毎日相談に応じています。
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼５日（火）／市役所第
２庁舎３階第３会議室。22日（金）、３月４日（月）／市役
所本庁舎４階402会議室。いずれも午後１時～４時／問
市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 18日
（月）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サラ金な
どについて、弁護士が相談に応じます。１件30分５千円。
※ただし、多重債務（クレジット、サラ金）の相談は無料、
要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満屋５階
（受付：平日午前９時～午後５時）／問鳥取県弁護士会米子
支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／ふれあい
の里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日午後１時～
３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前10
時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問米
子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予
約不要。 ▼９日（土）午前10時～午後２時／イオン米子
駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥取県行政
書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■農地相談
農地のことで日ごろ困っていることについて、農業委
員が相談に応じます。 ▼ 21日（木）市役所本庁舎402会
議室…午前10時～正午（受付：午前10時～11時30分）、
彦名公民館…午後２時～４時（受付：午後２時～３時30分）
／問農業委員会（☎２３－５２７７）
■不動産無料相談
不動産取引全般について、無料で相談に応じます。予
約不要。 ▼ 20日（水）午前10時～午後３時／米子食品
会館（米子市旗ヶ崎2030）／問全日本不動産協会鳥取県
本部（☎０８５７－２９－５４１１）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先ミ
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■議会事務局（☎３２－０３０２）
３月１日（金）本会議（開会、議案上程）

５日（火）本会議（各個質問）
６日（水）本会議（各個質問）
７日（木）本会議（各個質問）
８日（金）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託）
11日（月）各個質問予備日
13日（水）予算審査特別委員会

14日（木）総務企画委員会、予算審査特別委員会総務企画分科会

15日（金）市民福祉委員会、予算審査特別委員会市民福祉分科会

18日（月）経済教育委員会、予算審査特別委員会経済教育分科会

21日（木）建設水道委員会、予算審査特別委員会建設水道分科会
25日（月）予算審査特別委員会
27日（水）本会議（付議案の処理、閉会）

※請願・陳情は２月27日（水）の正午までに議会事務局に提出
してください。その後に提出された場合は６月定例会にて審
議することとなります。
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　保健センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊
子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H24年10月31日～11月13日生 ２月13日（水）
H24年11月14日～11月27日生 ２月27日（水）
H24年11月28日～12月15日生 ３月15日（金）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けてい
ない方も受けてください。

４種混合ワクチン導入のおしらせ（平成24年11月開始）
平成24年11月から、従来の３種混合ワクチンに代わって４
種混合ワクチン（ジフテリア、百日咳、破傷風、不活化ポリオ）
が定期予防接種に導入されました。
■対象年齢　生後３か月～７歳６か月未満　
■標準的な接種期間
初回接種（３回）：20日～56日までの間隔をおいて
追加接種（１回）：初回接種終了後、12か月から18か月後
※３種混合ワクチン、ポリオワクチンのいずれもまだ接種し
ていない方は、原則として４種混合ワクチンを接種してくだ
さい。
※ポリオワクチンまたは３種混合ワクチンのいずれかのワク
チンを既に接種している方は、４種混合ワクチンの導入に
かかわらず、原則として３種混合ワクチンおよび単独の不活
化ポリオワクチンを接種してください。
■接種場所　米子市が委託している医療機関

ポリオの予防接種は、９月から個別接種です
　保健センターでの集団接種はありません。
不活化ポリオワクチンの追加接種（通算４回目）が、平成24年
10月23日から定期接種として認められました。
過去に、生ワクチンを受けそびれた方も、対象年齢内であれば、
不活化ワクチンを定期接種で受けることができます。
■接種場所　米子市が委託している医療機関

カウンセラーによる休日相談会
子どものこと、家族や知人のこと、自分のことなど、日頃
気になっている悩みや困りごとをカウンセラーに話してみ
ませんか？あなたのココロがグ～ンとラクになりますよ。
■と き　24日（日）午前９時30分～午後３時
■ところ　米子コンベンションセンター　第４会議室
■対象者　どなたでも可能
※相談　秘密厳守　相談無料（要予約）
■予約・問合せ　ライフサポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８　平日９時30分～午後６時）
■主催　鳥取産業カウンセラー’Ｓ（事務局：鳥取県労
福協）

鳥取県肝疾患相談センター　市民公開講座
■と き　14日（木）午後６時～７時30分
■ところ　米子ワシントンホテルプラザ　２階らんの間
■テーマ　「肝癌のみつけ方、治し方」
■講 師　鳥取大学医学部消化器内科　助教　徳

とくなが

永志
し ほ

保さん
※入場無料　申込不要
■問合せ　鳥取大学医学部第二内科（☎３８－６５２７（直通））

一般公開健康講座（第22回）
■と き　21日（木）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■テーマ　増えている「胃食道逆流症」、ご存知ですか？
■講 師　飛田医院　院長　飛

ひ だ

田義
よしのぶ

信さん
近年、食生活の欧米化や高齢化などによって日本人の胃酸の分
泌や食道逆流が増加し、これに伴って「胃食道逆流症」という
病気が増えています。その主な症状は“胸やけ”や“酸味が込
み上げてくる”ですが、胸や喉の違和感や咳など食道外症状
の原因になっていることもあります。「胃食道逆流症」の原因、
症状、診断、治療についてお話ししたいと思います。
※入場無料　申込不要
■問合せ　（社）鳥取県西部医師会（☎３４－６２５１）

米子医療センター第21回市民公開講座
■と き　23日（土）午後１時30分～２時30分
■ところ　米子医療センター２階　大会議室
■テーマ　『肺炎は、「かぜ」と間違い見逃されるケースが

あります。あなたは大丈夫ですか？』
■講 演　「肺炎予防のための３６５歩のマーチ」

呼吸器内科診療部長　冨
と み た

田桂
かつ

公
ゆき

さん
「肺炎を予防するために心がけること」
看護師　井

い ざ わ

澤俊
しゅん

二
じ

さん
※入場無料　申込不要
■問合せ　米子医療センター地域医療連携室（☎３７－
３９３０）
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献血のお知らせ
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保さ
れています。ご理解とご協力をお願いします。
日 受付時間 献血会場

１日（金）午後２時30分～４時30分 山 陰 放 送
２日（土）午前10時～午後４時30分 ホ ー プ タ ウ ン
６日（水）午前10時30分～11時30分 米 子 保 健 所
15日（金）午前９時～正午 米 子 市 役 所
17日（日）午前10時～午後５時 イオンモール日吉津

22日（金）午後５時～６時
ジャンボマックス
（ 新 開 ７ 丁 目 ）

■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオンモール日吉津東館１
階）でも行なっています。
■くわしくは鳥取県赤十字血液センター（☎３８－７１９４）
までお問い合わせください。

麻しん（はしか）風しんの
予防接種はお済ですか？

１歳～２歳未満と年長さん（今年小学校に就学される方）に加
え、中学１年生と高校３年生相当の年齢の方を対象に麻しん
および風しん混合予防接種（MR）を実施しています。

対象者
２期　年長さん H18年４月２日～H19年４月１日生
３期　中学１年生 H11年４月２日～H12年４月１日生
４期　高校３年生 H６年４月２日～H７年４月１日生
■受け方　米子市が委託している医療機関に個人で予約し
てから接種を受けてください。
■接種期間　平成25年３月31日まで
■費用　無料
■持参するもの　母子手帳・予診票・予防接種済証（４期）
　２期の方の予診票は、お生まれになったときの予診票綴
りに同封しています。
　３期、４期の方については、昨年４月に個別通知でご案内
しています。
※紛失等でお手元にない場合は、再発行しますので健康対
策課にお問い合わせください。
※３月は接種者で混み合いますので、できるだけ早い時期
の接種をお勧めします。

歌って健康若がえり教室
　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょう！　あ
んな歌、こんな歌．．．こころがますます元気にはずんでき
ます。どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　21日（木）　
　　　　　　午後１時30分～３時20分（受付１時～）
■と こ ろ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　「みんなで歌いましょう」
■歌の指導　下

しも

田
だ

公
きみ

夫
お

さん
■参 加 費　100円
■主催・問合せ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　　　　　　　　会長　内

うち

田
だ

久
く み こ

美子さん（☎３３－６４９１）

届きましたか？特定保健指導利用券
健診結果相談会（特定保健指導）のご案内

　米子市の特定健康診査または人間ドックを受けられた方
で、腹囲（おへそ周り）が標準より少しオーバーし、血圧、
血中脂質、血糖値の結果が少し高めだった方を対象に健診
結果相談会のご案内（特定保健指導利用券）を随時お届け
しています。
　血液検査で少し数値が高いだけ…血圧が少し高いだけ…
では、あまり気にならないかもしれませんが、今こそチャ
ンス！！健診結果相談会（特定保健指導）では、病気の芽
を早い段階で摘み取る（病気の発症を防ぐ）ことを目的と
しています。
　５年後、10年後も健康でいられるよう…保健師、管理
栄養士が一緒に健康について考え、健康づくりのお手伝い
をいたします。今まで以上に元気度アップを目指しましょ
う！特定保健指導利用券の届いた方からのご予約お待ちし
ています。

子宮頸がん予防ワクチンの
助成をしています

　平成23年７月から中学１年生～３年生および高校１年生相
当の年齢の女の子を対象に子宮頸がん予防ワクチンの費用助
成をしています。助成事業は平成25年3月末で終了予定です。
ご希望の方はできるだけ早く受けてください。
　「サーバリックス」（グラクソ・スミスクライン社製）と「ガー
ダシル」（ＭＤＳ社製）の２種類のワクチンが対象です。いず
れも子宮頸がんの予防効果があります。医療機関で相談して、
どちらかを選択して同じワクチンを３回接種してください。
※委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてください。
※予診票を紛失された方は、健康対策課の窓口で再発行の手
続きをしてください。
※接種間隔について…３回接種が必要ですが、ワクチンの種
類で接種間隔が異なります。接種間隔が短くならないように
してください。

１回目 ２回目 ３回目
サーバリックス 初回 初回から１か月後 初回から６か月後

ガーダシル 初回 初回から２か月後 初回から６か月後
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まんが王国とっとりキャラバ
ン隊バードプリンセスとう
たおう♪おどうろう！（共
催：鳥取県まんが王国官房）
バードプリンセスによる歌と
踊りのステージ。ダンスの振
り付け指導や、キャラクター
のぬりえコーナーもありま
す。２日（土）①午後１時30
分～２時、②午後３時30分～
４時、参加自由、無料。
米子市児童文化センター30
周年記念クラブ合同発表会
24日（日）午前11時～正午。
開館から30周年を迎えるこ
とを記念し、筝、ハンドベ
ル、リコーダー、合唱、落語
クラブが練習の成果を発表す
る「クラブ合同発表会」を行
ないます。仲よしお茶クラブ
のお点前披露やお茶席（大人
300円・子ども100円）、花
あしらい教室の作品展示もあ
ります。観覧は無料です。
プラネタリウム「冬の星座へ
の旅」「おおいぬ座物語」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・
３・４時の投影。幼児・70歳
以上の方無料、小中高校生
50円（土・日・祝は無料）、
大人300円。※ 20日（水）は
プラネタリウム保守点検のた
め休止。

夕暮れ観測会「月を見よう」
16日（土）午後４時30分～６
時、雨天・曇天中止、対象：
どなたでも可、40人、無料。
２日（土）から電話受付。
えほんとわらべうた
３日（日）、０～１歳半：午後
１時30分～、１歳以上：２時
10分～。毎週水曜日、０～
１歳半：午前10時30分～、
１歳以上：11時10分～。
紙芝居のじかん
９日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
10日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
23日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
大人が楽しむおはなし会
25日（月）午前10時30分～
正午、対象：大人。絵本や手
遊びなどを楽しみます。持ち
物：お気に入りの絵本など。
じどぶん育児相談室「ままこん」
27日（水）午前10時～正午、
予約不要、相談無料。元保育
士が、子育て中の保護者の悩
みの相談にのります。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■図書室は 14日（木）～22
日（金）まで年度末図書整理

のため、本の貸出はできませ
ん。（返却は可）
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで。）

第９回ミュージアムスクール
美術上映会
デザインの歴史と意義につい
て、ロートレックやミュシャな
どの作品を通して考える「絵画
からデザインへ～アール・ヌー
ボー様式～」と、黒田清輝や横
山大観などの作品を鑑賞しな
がら、日本近代美術における洋
画と日本画の関係について探
る「洋画と日本画～日本近代美
術の出発～」を学芸員の楽しく
分かりやすい解説を交え、上映
します。10日（日）午後２時～
３時 30 分（開場：午後１時30
分）、米子市淀江文化センター
イベントホール、席数：40席
程度、参加費：無料。※事前
申し込み不要、直接会場にお越
しください。※先着40名様に
関連図録をプレゼントします。
平成25年度米子市美術館展
示室利用のご案内
平成25年度米子市美術館展
示室利用の受付を次のとおり
行ないます。３月15日（金） 午
前10時～10時15分。米子市
役所第２庁舎２階第２会議室。
※申込期間が重複した場合は
抽選になります。また、当日
の受付時間（午前10時15分）
後の利用申し込みは米子市美
術館仮事務所にて先着順で受
け付けます。※３月８日（金）
から米子市教育委員会文化
課、米子市美術館仮事務所、
美術館ホームページにて展示
室の貸出し期間をお知らせし

ます。※くわしくは美術館ま
でお問い合せください。

企画展「大山寺名宝展」
「阿弥陀如来像」「不動明王像」
などの大山寺に関する資料を
ご覧いただきながら、大山寺
の歴史を紹介します。24日

（日）まで。会場：１階第１展
示室。観覧料：無料。
展覧会名「第39回郷土の歴
史教室　児童作品展」
夏休みに開催した、郷土の歴
史教室で参加児童が作成した
米子のまちの地図を展示して
います。会期：平成24年12
月23日～平成25年３月３日

（日）。会場：１階第２展示室。
観覧料：無料。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

常設展開催中
米子市で発掘された遺跡の出
土品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜
日、13日（水）

代替図書館開設のお知らせ
現在、旧庁舎１階に代替図書館
を開設しています。一般書、児
童書の一部、新聞・雑誌のコー
ナーを設け、貸出を行なってい
ます。返却ポストも設置してい
ます。駐車場は市役所の有料駐
車場をご利用ください。工事中
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の図書館のリニューアルオープ
ンは平成25年８月頃の予定です。
つつじ読書会
２日（土）午後２時、旧庁舎１
階、『ギリシャ神話』上巻（後
半）呉

く れ

　茂
し げ い ち

一：著　新潮文庫
※次回は３月２日（土）。
楽しく漢文に学ぶ会
３日（日）午後１時30分、旧庁
舎２階、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：
著（講談社学術文庫）を読みま
す。※次回は３月３日（日）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしのぎ
んか・火曜の会）午前10時40
分～11時30分※28日（木）は
月末休館日のためありません。
★12日（火）（毎月第２火曜日・
図書館職員）午後４時～
いずれも、旧庁舎１階和室、
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
23日（土） 午後１時30分、旧
庁舎２階、「鎖国制下の海外
漂流」～幕末に暴風雨のため
南方の地に漂流した難破船の
乗員の口述書～を読む。講師：
山
や ま ふ じ

藤良
り ょ う じ

治さん。
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
13日（水）午後２時～４時、
旧庁舎２階、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
26日（火）午後１時～４時、
旧庁舎２階。主催・予約先：
米子市立図書館（☎２２－
２６１２）
「就農相談会」（要事前予約）
24日（日）午前10時～午後３
時、旧庁舎２階、予約先：（財）
鳥取県農業農村担い手育成機
構（☎３１－９６４４）

■開館時間　午前10時～午
後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、28日（月末資料整理）

レンジャーの早朝特別解説
早朝のお客様を対象に、レン
ジャーが早朝の水鳥の特別解
説をします。実施日：２日（土）、
３日（日）、９日（土）、10日（日）、
11日（月・祝）、16日（土）、
17日（日）、23日（土）、24日（日）。
午前７時30分～８時、対象：
小学生～大人、申込不要。
第18回米子水鳥公園絵画コ
ンクール作品展
小学生が描いた鳥の絵画を多
数展示します。展示作品は、
来館者の皆様の投票と審査員
によって審査し、入賞者を決
定して表彰します。展示期間：
２月１日（金）～３月９日（土）。
水鳥公園ネイチャーセンター
壁面に展示します。
自然観察会「水鳥のサンク
チュアリを探検しよう！」
（世界湿地の日記念企画）
普段入れない野鳥保護区内を
特別にご案内して、野鳥観察
をします。９日（土）午前10時
～正午。対象：小学生から大
人まで。定員15人、要予約。
手 作 り 自 然 教 室「 中 海
の 恵 み を 味 わ お う 会！」
（世界湿地の日記念企画）
世界湿地の日を記念して、中
海で水揚げされる魚介類を調
理して味わい、湿地の恵みを
実感しましょう。17日（日）
午前10時～午後２時。対象：
小学生以上15人、要予約。
参加費：500円（入館料免除）
自然観察会「さよならコハク
チョウ！」

生 ま れ 故 郷 を 目 指 し て、
5,000ｋｍの旅に出発するコ
ハクチョウの群れを観察しま
す。３月９日（土）午前７時～
８時30分。対象：小学生か
ら大人まで。当日受付。集
合：水鳥公園ネイチャーセン
ター。持ち物：暖かい服装で
ご参加ください。
■会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
■米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料が必要です（高
校生～ 69歳は300円、その
他は無料）。
■水鳥公園のイベントは、
とっとり県民カレッジ連携講
座、環境省いきものめぐりス
タンプラリー対象企画です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

2月ロビー展「切り絵あそび」
いぬ・ねこ・花など身近なも

のを切り抜いてみました。
出展：ヨシヒロ．Ｋ
■入園料　
大人200円、小・中学生50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

常設展『桜月　お雛様とともに…』
待ちに待った春の訪れ。心浮
き立つ　ひいなあそび。大切
に守られてきたお雛様に、会
いに来てください。16日（土）
～４月９日（火）まで。入館料：
250円（小学生以下無料）
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
『春色のおもてなし』
今月のテーマは春。春の暮らし
を彩る手仕事。木・器・布たち
…お楽しみください。１日（金）
～４月30日（火）入館料：無料。
■開館時間　午前９時～午後
５時■休館日　10日（水）～
12日（金）、26日（火）

平成24年度子どものための異文化理解体験講座
「わいわいワールド」世界の国からこんにちは！

　ブラジル出身のゲストをお迎えして、ブラジルについて楽しみ
ながら学びましょう！ブラジルで食べられているおいしい料理

（おやつ）もみんなで一緒に食べます。※他会場の開催もあります。
■と き　23日（土）午後１時～４時
■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）
■対 象　小学１年生～６年生　■参加費　無料
■定 員　20人（先着順）※保護者同伴可
■申込締切　14日（木）
■申込方法　申込書にご記入いただき、申込先までご持参
いただくか、ファックス、E メールでお申し込みください。

（申込用紙はホームページ（http://www.torisakyu.or.jp/）
からもダウンロードできます。）
■主催　公益財団法人鳥取県国際交流財団
■申込・問合せ　公益財団法人鳥取県国際交流財団米子事
務所（担当：藤原）（☎３４－５９３１、ＦＡＸ３４－５９５５）
E-mail:fujiharay@torisakyu.or.jp
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　皆さんは、水鳥といえばどんな鳥を思い浮かべますか。ハクチョウやカモ、
サギ、ウ、カモメあたりが思い浮かぶのではないでしょうか。水鳥公園に
はその名のとおり、これらの水鳥たちが多くやって来るのですが、カモメ
の仲間だけはあまりやって来ません。
　カモメの仲間は、水鳥公園の周辺ではたくさん見られます。特に、ユリ
カモメやセグロカモメ、ウミネコは普通に見かけます。その中で、セグロ
カモメだけは毎年冬になると 1 羽だけ園内でみられます。カモメの仲間で
は珍しい、米子水鳥公園の冬のレギュラーメンバーです。
　セグロカモメは、いつもいる場所がネイチャーセンターから遠いので、
なかなか近くで見る機会がありません。ところが、2009 年の１月に、ネ
イチャーセンター前の岸辺に大きなフナの死体が漂着していたとき、珍し
くネイチャーセンター前までやってきたことがあります。セグロカモメは、
カモたちがお昼寝をしている傍らで黙々とフナの死体をついばんでいまし

た。寒さが厳しいこの季節には、セグロカモメにとってフナの死体はとても貴重なごちそうだったのでしょう。
　ところで、水鳥公園の周辺ではふつうにみられるセグロカモメが、なぜ水鳥公園には 1 羽しかやってこないのでしょうか。セグ
ロカモメがよくいる場所を思い出してみると、海岸や川の河口、漁港です。これらの場所は海、または海に面した環境で、セグロ
カモメの主食である魚が手に入りやすいところばかりです。一方、米子水鳥公園が面しているのは汽水湖の中海ですし、園内の池
にいるのは小魚ばかりで、セグロカモメ好みの大きさの魚があまり手に入りません。でも、今回のように手ごろな大きさのフナの
死体がたまに拾えるときがあるので、１羽という微妙な数がやって来るのだと思います。
　米子水鳥公園にいる鳥の種類や数には、それなりの理由があります。水鳥公園は、コハクチョウやカモたちにとっては最適な環
境である一方で、セグロカモメにとってはやや物足りない環境なのかもしれません。　　　　　　水鳥公園指導員　桐

き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
セグロカモメ

２月に見られる生きものたち
カイツブリ類２種、サギ類３種、マガン、コハクチョウ、ツクシガモなどのカモ類10種以上、チュウヒ
などのタカ類８種、モズなどの小鳥類。

「よなごの宝88選」から
　弓ヶ浜開拓の碑　　《宝No.77》　　

　自然の川がない弓ヶ浜地区では江戸時代以降に開拓が進められた村が多くあります。米川が開通してから大きく進み、
新田の開発に力がそそがれました。開拓を進めた先人の事績は記念碑や墓石に伝えられ、地域の発展を見守っています。
　近世の新田開発は中世の土豪の系譜をひく者や土着武士らによって進められ、戦国時代末期には、八幡新兵衛が皆生（海
池）に新田を開きました。江戸時代になると、西福原上場谷を森田善太夫、西福原上谷を久野家、上福原を樋口家、服部家、
小杉家などの浪人、米原は長宗我部遺臣沢氏や美作出身の原田氏、下三柳は出雲意宇郡出身の尼子浪人高木氏が鯨池付近を、
三柳は越後長尾氏一門の長尾氏などが開拓。延宝・元禄期（1673 ～ 1704）には、河崎は米子組士河崎新兵衛、四軒屋は宇
喜多浪人平左衛門（矢倉氏）等の移住、夜見は余子神社神職森冶部守祥の兄弟など４人が入植、富益は境方面７村17人が入
植し、続いて大根島出身者も加わりました。
　江戸中期には、米川南西岸の夜見新田が美作国の平兵衛、日野郡の五左衛門、小篠津村の所左衛門、
後に大根島からの移住者を加えて開発。芝谷は竹内村出身者２名によって開かれたと伝えられていま
す。上後藤村は、廻船業を営んでいた後藤家４代・５代市右衛門が享保５年（1720）から46年の歳月を
かけて不毛の土地であった砂地を開き防風林を設け、移住者を集め新たな村をつくりあげました。後
藤一族の治郎（部）左衛門は粟島新田を開発し後藤村と呼ばれ、後に粟島村と合併して現在の彦名町
になりました。荒尾氏家臣の村瀬勘右衛門は、米川の水を引いて砂を流して中海の岸に新田を開き、
村瀬氏の本姓である安倍を村名としました。幕末には、荒尾氏の支配地であった旗ヶ崎を家臣の日置
氏、村河氏、熊沢氏、立町の呉服屋がそれぞれ新田を開いています。
　また、現在の米子市街地は近世に米子城下町として整備されましたが、17世紀の後半になると武
士の居住地に空き地が広がったため、大寺屋船越家が水田に開墾し、これを屋敷田と呼びました。大
寺屋はこのほかに、旗ヶ崎や長砂にも新田を開いています。
お知らせ　第32回よなご88探宝会　２月17日（日）午後１時～４時、伯耆町小野 ･小町界隈、定員30名、参加費500円。
申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、
FAX23－5414）まで。
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